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    一
、

 は
じ

め
に

（
一

一
ポ

イ
ン

ト
Ｍ

Ｓ
ゴ

チ
ッ

ク
）

 

こ
の

し
お

り
は

、
大

阪
工

業
大

学
紀

要
の

執
筆

要
領

を
表

記
し

た
も

の
で

、
こ

の
頁

は
投

稿
原

稿
の

二
頁

以
降

の
執

筆
見

本
も

兼
ね

て
お

り
ま

す
。
出

来
る

だ
け

こ
れ

に
準

拠
し

て
執

筆
し

て
く

だ
さ

い
。

こ
の

し
お

り
は

 
W
in
d
o
w
s
で

の
記

述
を

示
し

て
お

り
ま

す
が

、
そ

の
他

の
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
に

つ
い

て
も

出
来

る
だ

け
こ

れ
に

準
じ

て
記

述

し
て

い
た

だ
く

よ
う

お
願

い
し

ま
す

。
（

一
〇

ポ
イ

ン
ト

Ｍ
Ｓ

明
朝

）
 

一
、

一
 

投
稿

手
続

き
及

び
留

意
事

項
（

一
〇

ポ
イ

ン
ト

Ｍ
Ｓ

ゴ
チ

ッ
ク

）
 

（
一

）
投

稿
に

あ
た

っ
て

（
一

〇
ポ

イ
ン

ト
、

Ｍ
Ｓ

明
朝

）
 

本
紀

要
に

投
稿

す
る

場
合

は
、
投

稿
規

定
お

よ
び

本
「

投
稿

の
し

お
り

」
に

従
っ

て

パ
ソ

コ
ン

ソ
フ

ト
で

作
成

し
た

原
稿

（
オ

リ
ジ

ナ
ル

一
部

、
コ

ピ
ー

二
部

）
、

Ｐ
Ｄ

Ｆ

フ
ァ

イ
ル

に
変

換
し

た
デ

ー
タ
（

記
憶

媒
体

に
投

稿
者

氏
名

を
明

記
）
と

所
定

の
紀

要

投
稿

票
を

添
え

て
、

定
め

ら
れ

た
期

日
ま

で
に

図
書

館
事

務
室

へ
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

 

本
し

お
り

は
、
和

文
縦

書
き

の
要

領
を

記
載

し
て

い
ま

す
が

、
横

書
き

に
つ

い
て

は

別
紙

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
 

（
二

）
第

四
八

巻
第

一
号
（

二
〇

〇
三

年
一

〇
月

発
行

）
か

ら
投

稿
論

文
の

全
文

を
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

、
公

開
し

て
い

ま
す

の
で

、
ご

承
知

お
き

く

だ
さ

い
。

 

 一
、

二
 

投
稿

原
稿

 

本
紀

要
に

は
次

の
投

稿
分

野
が

あ
り

ま
す

。
投

稿
の

際
適

宜
選

択
し

て
く

だ
さ

い
。
 

（
一

）
研

究
論

文
 

（
二

）
研

究
ノ

ー
ト

 

（
三

）
学

術
調

査
報

告
 

（
四

）
教

育
成

果
報

告
 

（
五

）
そ

の
他

委
員

会
が

認
め

た
も

の
。

 

・
 総

説
、
・

研
究

ノ
ー

ト
、
・

資
料

、
・

教
員

の
研

究
紹

介
、
・

本
学

大
学

院
生

 

    （
五

）
そ

の
他

委
員

会
が

認
め

た
も

の
 

総
説

、
報

告
、

翻
訳

、
資

料
等

 

※
翻

訳
は

、
原

著
作

権
者

（
出

版
社

）
か

ら
翻

訳
の

許
可

を
得

て
い

る
こ

と
。
 

一
、

三
 

原
稿

整
理

の
順

序
 

投
稿

原
稿

は
、
次

の
順

序
に

ま
と

め
て
「

紀
要

原
稿

在
中

」
と

朱
記

し
た

封
筒

に
入

れ
て

提
出

し
て

く
だ

さ
い

。
 

（
一

）
 
紀

要
投

稿
票

（
別

紙
）

 

図
書

館
事

務
室

で
準

備
し

て
い

ま
す

。
図

書
館

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

も
ダ

ウ
ン

ロ
ー

 

ド
で

き
ま

す
。

 

              

（
二

）
 
表

紙
、

英
文

要
旨

等
 

表
紙

を
原

稿
の

第
一

頁
と

し
、
図

―
１

の
枠

組
み

に
よ

っ
て

、
表

題
、
著

者
名

、
所

属
、
英

文
要

旨
（

一
〇

〇
～

一
五

〇
語

）
、
和

文
、
英

文
の

キ
ー

ワ
ー

ド
(
各

一
〇

件
以

 

５０ｍｍ 

２０ｍｍ 

３０ｍｍ 

投
稿

原
稿

の
表
題

見
本
( 一

六
ポ
イ

ン
ト
Ｍ

Ｓ
明
朝
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

×
×

学
部

 
○

×
学

科
（

一
〇

ポ
イ

ン
ト

Ｍ
Ｓ

明
朝

）
 

 
工

大
一

郎
( 一

二
ポ

イ
ン

ト
Ｍ

Ｓ
明

朝
)  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
二

〇
×

×
年

○
月

○
×

日
受

理
）
( 九

ポ
イ

ン
ト

Ｍ
Ｓ

明
朝
) 

 図―１ 表紙（第 1頁）の枠組み 

Fig.1  Frame of the First Page 

 



内
)
 
お

よ
び

発
表

機
関

等
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
 

本
文

が
縦

書
き

で
も

表
紙

は
横

書
き

と
し

ま
す

。
別

紙
に

作
成

見
本

を
示

し
ま

す
。

な
お

、
受

理
日

は
空

白
に

し
て

お
い

て
く

だ
さ

い
。
英

文
表

題
中

、
頭

を
大

文
字

で
書

く
語

は
名

詞
、
形

容
詞

、
副

詞
、
動

詞
、
代

名
詞

と
し

、
そ

の
他

は
す
べ

て
小

文
字

と

し
ま

す
。
英

文
著

者
名

は
、
姓

を
大

文
字

、
名

は
頭

を
大

文
字

と
す

る
他

は
す
べ

て
小

文
字

と
し

ま
す

。
 

表
題

は
出

来
る

だ
け
簡
潔

に
書

き
、
ヘ

ッ
デ
ィ

ン
グ

（
頁

の
上
欄

に
載
せ

る
題

名
）

を
短
縮

す
る

と
き

は
、

投
稿

票
に

そ
の

旨
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。
 

研
究

場
所

、
研

究
者

が
現

在
の

所
属

と
異

な
る

と
き

は
、
そ

の
こ

と
を
脚
注

に
記

入

し
て

く
だ

さ
い

。
 

（
三

）
 

本
文

、
文
献

、
図

表
等
 

本
文

は
第

二
頁

以
降

と
し

、
図

―
２

の
枠

組
み

に
沿

っ
て

作
成

し
て

く
だ

さ
い

。
図

表
等

は
適
正

な
場

所
に
挿

入
し

て
く

だ
さ

い
。
参
考

文
献

、
謝
辞

、
付
録

は
最
終

頁
に

入
れ

て
く

だ
さ

い
。
 

                

 

二
、
 

本
文

、
研

究
背

景
そ

の
他

の
記

述
（

一
一

ポ
イ

ン
ト

Ｍ
Ｓ

ゴ
チ

ッ
ク

）  

二
、

一
 研

究
背

景
等
    
（

一
〇

ポ
イ

ン
ト

Ｍ
Ｓ

ゴ
チ

ッ
ク

）
    
 

本
文
（

一
〇

ポ
イ

ン
ト

Ｍ
Ｓ

明
朝

）
は

原
則

と
し

て
長

さ
、
図

表
等

に
制
限

を
設

け

ま
せ
ん

。
た

だ
し

、
内

容
の

明
確

さ
を
失
わ

な
い
限
度

で
、
で

き
る

だ
け
簡
潔

に
し

て

く
だ

さ
い

。
紀

要
委

員
会

で
必

要
と

認
め

た
と

き
は

、
そ

の
修
正

ま
た

は
短
縮

を
求

め

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

の
で

、
注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 
( 一

) 
 
和

文
の

書
き
方

、
使
用

文
字

（
一

〇
ポ

イ
ン

ト
Ｍ

Ｓ
明

朝
）
 

和
文

は
横

書
き

と
し

、
新
仮

名
遣

い
に

よ
り

ま
す

。
た

だ
し

、
専
門

分
野

の
必

要
性

に
応

じ
た

縦
書

き
も

認
め

ま
す

。
こ

れ
は

そ
の

場
合

の
執

筆
見

本
を

示
し

て
お

り
、
原

稿
の

枠
組

み
を

表
―

１
に

示
し

ま
す

。
 

（
二

）
パ

ソ
コ

ン
ソ

フ
ト

に
よ

る
原

稿
作

成
 

原
稿

は
原
則

と
し

て
パ

ソ
コ

ン
ソ

フ
ト
（

ワ
ー
プ

ロ
を
含
む

）
に

よ
り

、
図

―
２

に

示
す

枠
組

み
に
沿

っ
て

、
本

し
お

り
の
例

の
よ

う
に

作
成

し
て

く
だ

さ
い

。
 

（
三

）
 
句
読
点

に
つ

い
て
 

句
読
点

は
縦

書
き

に
つ

い
て

は
、
読
点

（
、
）

お
よ

び
句
点

（
。
）

を
用

い
ま

す
。
 

                

 

30mm 

 

20mm 

10mm 

用紙サイズ；A4 

文字の大きさ，余白；各指定どおり 

 行数； ３２  

 段数： 表紙は 1段、本文は 2段組。 

     ただし、本文は図や表等の体

裁によって１段も可としま

す。 

３０mm 

図―２ 第 2頁以降の枠組み 

Fig.2  Frame of the 2nd Page and After 

表―１ 原稿の枠組み 

Table 1 Frame of Articles 

(10Point Times New Roman) 



三
、

図
、

表
、

写
真

等
 

三
、

一
 

パ
ソ

コ
ン

ソ
フ

ト
に

よ
る

図
、

表
、

写
真

等
の

作
成

 

（
一

）
図

表
等

の
作

成
 

図
表

等
の

作
成

に
つ

い
て

も
、

パ
ソ

コ
ン

ソ
フ

ト
に

よ
り

、
作

成
し

て
い

た
だ

き
、

適
正

な
場

所
に
挿

入
し

て
く

だ
さ

い
。
図

表
等

は
、
図

―
１

、
表

―
１

の
よ

う
に

し
ま

す
が

、
国

際
化
時
代

に
対
応

し
て
F
i
g
.
1
、

 
T
a
b
l
e
 
1
 
の

よ
う

に
英

文
で

も
表

記
し

て
く

だ
さ

い
。

図
表

等
内

の
文

字
も

な
る
べ

く
英

文
で

表
示

し
て

く
だ

さ
い

。
 

英
文

原
稿

の
場

合
は

、
F
i
g
.
1
、
T
a
b
l
e
 
1

の
よ

う
に

表
記

し
、

和
文

で
の

説
明

は

不
要

で
す

。
 

（
二

）
図

表
等

の
大

き
さ

 

図
表

等
の

大
き

さ
は

、
縦

の
高

さ
が

一
一

〇
ｍ
ｍ

以
下

ま
た

は
二

三
〇
ｍ
ｍ

以
下

の

二
種
類

と
し

、
ど
ち

ら
か

を
選

択
し

て
く

だ
さ

い
。

 

 四
、

引
用

、
脚

注
 

（
一

）
 

文
献

の
引
用

は
上
付

き
で

（
３

）
 

の
よ

う
に

書
き

、
す
べ

て
通

し
番

号
を
用

い
本

文
の
最
後

に
ま

と
め

て
く

だ
さ

い
。
 

（
二

）
引
用

文
献

の
書

き
方

は
原
則

と
し

て
、
著

者
、
誌

名
、
巻

、
号

、
頁

、
年

月
の

順
と

し
、

図
書

の
引
用

も
こ

れ
に

準
じ

て
く

だ
さ

い
。
 

（
三

）
投

稿
者

が
所

属
す

る
学

会
の

表
記
方
法

に
沿

う
こ

と
も

可
と

し
ま

す
。
た

だ
し

、

同
一

の
原

稿
内

で
は
統

一
し

て
く

だ
さ

い
。

 

五
．

そ
の

他
 

（
一

）
著

者
校
正

に
つ

い
て
 

採
択
後

に
原

稿
を
訂
正

す
る
必

要
が

生
じ

た
場

合
は

、
訂
正
箇

所
を

委
員
長

に
報

告
 

し
た

う
え

で
、

所
定

の
期

日
ま

で
に
訂
正

原
稿

を
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。
訂
正

は
誤

字
・
脱

字
、
体
裁

の
み

と
し

、
大
幅

な
変
更
（

文
章

の
加
除

、
内

容
の

変
更

）
は

原
則

認
め

ま
せ
ん

。
 

（
二

）
別
刷

り
に

つ
い

て
 

別
刷

り
は

著
者

の
希
望

に
よ

り
三

〇
部

を
上
限

に
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
そ
 

れ
以
上
必

要
な

場
合

、
費
用

は
著

者
負
担

と
し

ま
す

。
 

（
三

）
 
論

文
の
配
列
 

掲
載

す
る

論
文

の
配
列

は
受

理
の

順
と

し
ま

す
。
た

だ
し

、
内

容
の

関
連

に
よ

っ
て

 

は
一

部
変
更

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

 

 

六
．

む
す

び
 

本
文

で
は

、
大

阪
工

業
大

学
紀

要
の

執
筆

要
領

を
ま

と
め

ま
し

た
。
時
代

の
す

う
勢

に
従

い
第

五
一

巻
第

一
号

か
ら
様
式

を
Ｂ
５
判

か
ら
Ａ
４
判
２
段

組
に

変
更

、
第

五
九

巻
第

一
号

か
ら

は
冊
子

体
の

発
行

は
行
わ
ず

、
電
子

版
で

発
行

す
る

こ
と

に
な

り
ま

し

た
。
こ

の
こ

と
を

あ
ら

か
じ

め
ご

承
知

の
う

え
投

稿
く

だ
さ

い
ま

す
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。
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